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尾張と東濃の境界地域における
言語地理学的研究
ここに述べる「夕立と雷の方言分
布」「めだかの方言分布」は,太田有
多子・加藤順子・曽我公恵によって，
1976 年10月から翌77年8 月にかけて
行った尾張・東濃境界地域での臨地
面接調査から得られた資料に基づい
て考察したもので’ある。
本題に入る前に筆者らが定めた被
調査者に対する条件を述べておきだ
χ,ヽ。
原則として，次の条件を満たす人
を選んだ。まず, 1927 年以前の生ま
れで,その土地モ生まれ,モの土地で
育った人であること 少なくとも
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被調査者の性別に関しては余り考
慮しなかった。とい うよりも最初の
計画では男性であることとしていた
が，養子縁組がかなりあったため，
女性でもその土地で生まれ育った者
であれば該当者に成り得るとしたの
である。モの結果，99名中女性28 名・
を含んでいる。
調査が進むにつれて感じたことで
あるが，女性の方が日常生活により
密接であるためか，昔その土地で使
われていた呼び名などをよく記憶し
ており，回答を引き出しやすかった
ように思われる。
学歴，階層に関しては特に限定し
なかったが，職種においてはなるべ
く「その土地柄を代表するような人
を」という考 え か ら，瀬戸・多治
言語形成期にあたる3 歳から15歳ま
でをモの土地で過ごし，それ以後の
他の土地での生活経験( 兵営生活を
含む)も5 年以内であるごととした。
(1)
見・ニL岐各市及び土岐郡では製陶関
係者を ，春日井・名古屋・尾張旭各
市で は 農業従事者を選 ぶようにし
た。
さら に，言語感覚的に曖昧で質問
の意味 が理解でき ない 人，又は精
神・身 体に欠陥のある人。つまり耳
が遠い ，或いは歯が抜けていて発音
が不明瞭であるなどは調査に支障を
生じる ため被調査者として不適当と
した。
これ らの条件をもとに被調査者を
選択し たわけであるが，すべての諸
条件を みたす該当者が見つからない
－100－
場合は，親も当人もその土地で生ま
れ育った者という条件のもとに，規
定年齢を譲歩した所もある。その結
果，平均年齢は男性72歳，女性73歳
となった。
尚，今回の調査目的は明治後期か
ら大正，昭和にかけての言語の歴史
と伝播傾向を調べることにあったた
め，被調査者の幼年期から現在に至
る使用語及び理解語に細心の注意を
払い，調査を行った。
61の調査項目の中から，2 点を選
び，太田・曽我が考察したことを以
下に述べる。
「夕立」 と「雷」の方言分布
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今回 の調査項目61項目 の 中 か ら
「タ丈r」と「雷」を取り上げ，使用
語形・ 理解語形の分布，被調査者の
「夕2立」「雷」に対する認識を 考 察
してみ た。
質問 「夏0 日に，今まで日が照っ
ていた のに急に大粒の雨が降ってく
ること があります。この雨 のことを
何といいますか。」から得られた「夕
立」の使用語形には。 －ダチ・ヨ
ーダチ・ユーダッツァマ・ヨーダッ
ツァマ‘・ヨーダッツァゾ ニーダチ
アメ・ ヨーダチ ア メ・ ユーダチサ
メ・ヨーダチサメがある。（地図D
中でも。 －ダチに「雨」を付け
た語形ユーダチアタ（ヨーダチアメ
（2 ）
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含む）はほぼ全地域に使用語として　　 ユーダチサバま『日本言語地図』
見られる。加えて。 －ダチに「さ　 （国立国語研究所編） の255 図 「夕
め」を付けた語形ユーダチサバ ヨー　 立雨（ゆふだち）」を見ると，左下の
ダチサノ含む）が春日井市の1 地点　 図のように西濃から東濃かけて分布
（3162 ）に見られる以外，瀬戸市東部　 している。尚，日本全土においてもユ
か ら岐 阜 県 多 治 見 ・土 岐 両 市 及 び土
岐 郡 に 多 く散 在し て い る。（ 地 図 皿）
こ の ユ ー ダチ ザ タの サ 刈 言,『 大言
海 』（ 大 槻 文 彦 著 ）に「さ あ め ノ約， さ
ハ発 語 ナ リ， 雨 ト云 フ ニ同 ジ， 熟 語
ニ ノ ミ用 牛 ラル 。」 とあ る の に合 致
す る。 例 え ば 「ム ラ サ メ」「ハ ル サ
メ」などと同じ使われ方でないかと
考えられる。
レy 、ノ
心
－ダチサメという語形が見られるの
はこの地域のみである。だが，もと
もとこの地域一帯ではユーダチアタ
を使用していたところ，東濃地方で
ユーダチサメとなまった も のな の
か，逆に本来東濃地方に分布してい
たユーダチサタが，後に勢力範囲を
拡げてきたユーダチアタに押された
状態にあるのか，今回
魯
A ．-a  母
迅 咎 ・j
。曾丿祗:曾　≪^
の調査結果だけでは断
定的な結論を出すこと
はできない。しかし，
どちらかとい うと後者
???
?
?
?
?・○
・c・YUUDACI
｀/YUUDACISAN
V YUUDACCAMA
W YUUDACISAMI
t YUUDACIAME
Q YOODACI
榔YOODACISAM
■ t- YOODACIAME
（3 ）
や
-0-R.
現在瀬戸市は行政面で
は愛知県下に置かれて
いるが，古く江戸時代
にお い て，「瀬戸の陶
工は新しい土と薪を求
めて,丿東濃各地へ移住
し た。」と いうことか
（注1）
ら，主産業である焼物
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を通し て古くから，岐阜県下の多治
見・土 岐市等と関係が深い。このこ
とは他 の項目を見ても，瀬戸市が他
の愛知 県下地域春日井・名古屋方面
に分布し ている語形よい
土岐方面に分布している語形を使用
してい る分布図が多く，音韻面でも
多治見 ・土岐方面と同じ音韻変化を
見せ て い るなどからわ かる。従っ
て，もとはこの地域にまでユーダチ
サノが拡がっており，後の名古屋方
面からの拡がりと共に，隣接する瀬
戸市から次第にユーダチサメが消え
ていったと考えた方が，東濃地方に
分布し ているユーダチサメが瀬戸市
の一部 まで伝播したと考えるよりも
妥当ではないか。
それに比べ，共通語形ユーダチ
ー この地域における共通語ユーダ
チに対す る認識はもともとユーダチ
であった ものにアメもしくはサメを
付 ける ことに よって夏 に 突然降る
雨を指し たのか,   土,－ダチアメもし
くはユーダチヤメと呼んでいたもの
を ユーダチと略して雨を指すように
な｡つた のかは健かではないが，少な
くとも今 回の苔調査者であるお年寄
りに関し てはユーダチを共通語，最
も新し い 語 と とら え て い る よ うだ 。
そ の た め。 － ダチ は こ の 調 査 地 域
ほ と ん ど にお い て ， ま だ 最 も新し い
語 とし て の理 解語 に と ど ま っ て お
り， 使 用 語 とし ては 瀬 戸 市 の市 街 地
（6427 ・ 6473） 水 野川 流 域 （4296 ・
5542 ）, 土 岐 市 の妻 木 川 流 域 （0757 ・
0779 ・ 0895 （729 ・ 1746） 等 に分 散
的 に見 られ るだ け で あ る 。（ 地 図 Ⅲ ）
さ らに:p- ー ダ チ に 敬称 の 「様」
「さ ん」 を 付け ， そ れ のつ まっ た 語
形 ユ ー ダ ッツ ァ マ‘ ヨ ーダ ッッ アマ ゜
ヨ ニ ダ ッ ツ ァソは そ れぞ れ1,    2 地
点 （1882 ・5312・3588・4551 ） で, 理 解
語を 調 べ て もほ ど ん ど 見 ら れ ない 。
次に 項 目 「雷 」 の 分 布 を 調 べ て 見
る に， 質問 「夕 立 が 降 る時 な どに 黒
い 雲 の 中 で， ぴ か り と光 って 音 が す
る こ と が あ り ま す。 そ れ を 何 か 鳴 っ
て い る とい い ま す か 。」 か ら 得 ら れ
た 語 形 に は カ ミ ナ リ ・ カ ミ ナ リ サ
マ ・ ユ ー ダチ ・ ユ ーダ ッツ ァ マ ・ ∃
－ ダ ッ ツ ァ マ･    -2- ー ダ ッッ アゾ ヨ
ー ダ ッ ツ ァソ が あ る。（ 地図IV）
こ れ も また ， 共 通 語 ， 最 も新し い
語 とし て の カ ミ ナ リは 瀬 戸 市 に ２地
点 （5339 ・ 6348）, 多 治 見 市 に １地
点 （0537 ） 見 ら れ る 他， カ ミ ナ リに
（6 ）
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敬 称 の 付い た カ ミナ リサ マ が 春 日
井=・土 岐 両 市 にそ れぞ れ １ 地 点 ず つ
(2099 ・ 4718), 瀬 戸 市 に ４ 地 点
(4379 ・5315 ・ 5542 ・ 6424) 見 ら れ
る のみ で あ る 。
そ れ よ りも ，｢ 雷｣ を ユ ー ダ チ( ヨ･こ
ーダチ含む) と呼 ぶ地 点 は 多 い 。 と
は い う も め の地 域 性 は な く愛 知 県 下
では ま さに 散 在し て お り， 岐 阜 県 下
で は わ ず かに 駄 知 地 方 に 集中 し て見
ら れ る。
そし て， こ の地 域 のほ と ん ど に 見
ら れ る の が ユ ー ダ チに 敬 称「様｣ を 付
け 。｡そ れ の つ ま った 語 形 ユ ー ダ ッツ
アマ( ヨ ーダッツ･アマ含む) で あ る 。
｢夕 立｣ の 場 合 ， ほ と ん ど とい っ て
よ い ほ ど見 ら れ な い ユ ー ダ チ( ヨ ー
ダチ含む)に 敬称｢ 様｣ や｢ さ ん｣ を 付け
た 語 形 が｢ 雷｣ では 地 域 全 体に 分 布 し
て い る のは お もし 右い 現 象 で あ る。
こ の よ うに｢ 雷｣ に 敬称 を 付け た 語
形 が 多 い の は ，人 々が 雷 鳴 に 不 可 思
議 な 神 が か っ た恐 怖を 感じ ， 敬 称を
付 け て 呼 ぶ こ とに よ っ て怒｡りを か わ
な い よ うに ， 自分 の 所 に雷 が 落 ち な
い よ うに と 願 った のだ ろ う。 こ の こ
とは ， 昔 の人 々が 夕 立 神 の 存在 を 意
識 し てい た らし い こ と か ら も わ か
るo    （注2）
以上のことから，この地域におけ
る被調査者の「夕立」と「雷」の使
用語認識を双方比較しながらまとめ
てみる。
「夕立」と区別なく「雷」をもユ･―
ダチ（ヨーダチ含む）という地点は
６地点。それに対し て，「夕立」を
雷鳴とともに降る雨ということから
ユーダチア メ（ヨーダヂ：アメ含む）も
しくはユーダチサメ（ヨj－ダチザタ含
む）と呼び，「雷」の こ とを単にユ
ーダチ（ヨーダチ含む）と 呼 ぶ地 点
は1  5 地点。又，「夕立」をユ ー ダ
チアメもしくはコー－ダチ サ メ と 呼
び，「雷」をユーダッツァマ（ヨーダ
ッッアマ含む）もしくはユー ダ ッッ
アソ（ヨーダッツァソ含む）と呼 び分
けて い る地点は4  8 地点。「夕立」
を ユーダチ（ヨーダチ含む）と呼 び，
「雷」をユーダッツァマもしくはユ
ニダッツァソと呼び分けている地点
は1  2 地点。（地図Ｖ）
，地図Ｖでかかるよ うに，「夕立」
「雷」の２項目はほとんど同じ方言
語形を有しているにもかかわらず，
両方の意を１語に含めていい表わし
ている地点は少ない。共にユーダチ
(9)
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という６地点に，共にユーダッツァ
マという地点（5312）,共にヨーダッ
ツァマという地点（3588）,共にヨー
ダッツァソとい う地点（4551）各1
地点を加え９地点しか見られず，統
一は見られないものの，種々の語形
で２項目が区別されていることがわ
かる。
今回の調査地域 で は，「夕立」を
F雨」を付けたユーダチアタもしく
はユーダチサメと呼び，「雷」を 敬
称を付けたユーダッツァマと呼んで
区別している地点が 最 も多 い。だ
が，それも分布にまとまりはなく，
様々な語形が各地点で隣接する集落
に 関 係 な く使 用 さ れ てい る。
こ れは 今 で こそ ， 夏 の に わ か 雨が
「夕 立」 であ り， 大 気 中 に おけ る電
気 の 放 電 か ら 起 こ る音 響 が 「雷」 で
あ るこ と は は っ き りし て い るが ，古
くは,「す べ て 夕 立 神 の成 す とこ ろ の
も の」 と， 漠 然 と と らえ てい た こ と
に よ るか と思 う。そ し て， 今 回 の被
調 査者 を 含 め た 人 々 の 認 識 の中 に は
今 なお ，「夕 立」「雷 」 の 区 別 が あい
ま い で あ る こ と もわ か っ た 。
（注1 ）『瀬戸＝土と火の町』　九原常雄編
第二章「瀬戸の春秋　瀬戸山離散と美濃」
（注2 ）ゆふだちのかみ ＝ 夕立の雨などを
司るという神　　　 『大日本国語辞典』
(11)
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「めだか土の方言分布
曽 ．我 公 恵
（ 絵 を 見せ て）「小 川 の 中 で 群 れ
を なし て 泳い でい る小 さな 魚 を 何 と
いい ま す か。」 の質 問 に対 し ， タ ダ
カ ・ ウ キ ス・ ウキ ソ ス ・ ウ キ ソ コ ・
ウ キ ソ パ ・ウ キソ ボ ・ ウ キ ソ バ ヨ ・
キ ソ ノくヨ ・コ ソノζヨ ・ キ ソ コノζエ ・
キ ソ キ ソ バヨ・ オキ ソ チ ョ バ ヨ ・ ウ
ケ ス・犬ウ ケy ス・ ウ ケス バ ヨ ・ チソ
ス ・jチ ソ チョノ七 ・ チ ソ チ,ヨノぐエ ・
チ ソ チ ョバ（－ ）・プ トバ ヨ ・ ザ ッ
コ の回 答 を 得た。
な お ， 図 工は 今回 の調 査 にお け る
使 用 語 の分布 図 であ り， 図 皿は ウ キ
ス類 ， 図 Ⅲは ウケ ス類 のそ れ ぞ れ理
解 語 と 使 用語 の併用 分 布 図 で あ る。
こ の 併 用 分布図 に おい ては ， 使 用 語
は 小 さ な 符号にし 実 線 で， 又 理 解 語
は 大 き な 符 号に し 破 線 でそ の範 囲を
示 し て あ る。
さ て 。 図I を 見 る と全 体に ウ キ ス
類 が 広 が ってい る中 に ， 名 古屋 方 面
からウケス類が，多治見市東部から
土岐郡にかけてチソチョ類が，また
土岐市 の2 地点（2999 ・ 3987）に は
アトバヨが進出しているように見え
る。そこで，図韮・Ⅲを見ながら分
布の動向と歴史を考えてみたい。
図Ⅲを見ると，ウケス類は瀬戸・
多治見・土岐市及び土岐郡へと広域
にわたって分布を伝播しているが:，
図 ］:におけるチソチョ類をさけるよ
うに分布している。これは，チソチ
ョ類の勢力が強く定着しているから
であろう。しかし，モのチシチョ類
も理解語としては一地点も進出が見
られないのである。図皿において，
チソチョ類を使用語とする地域にウ
キス類の理解分布がはっきり現われ
ていることから考え合わせると，チ
ンチョ類は相当新しい分布と思われ
る。づとすれば，理解語として一地点
も見られないとしても，一概に今後
（12）
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の 伝 播 動 向 が 薄 い と は 言 え な い だ ろ
う 。
と こ ろ で ， 先 ほ ど か ら ウ キ ス 類 は
最 も 古 い 語 形 と の 意 の も と に 考 え を
進 め て き た が ， 地 図 皿 の 分 布 か ら 見
て も 異 論 は な い と 思 わ れ る 。 ま た ，
キ ソ バ ヨ 類 を ウ キ ス 類 と 同 系 統 の 語
形 と 考 え て 似 た 符 号 で 示 し た が ， そ
れ は ウ キ ス の 「 ウ 」 の 脱 落 し た も の
と 考 え た か ら で あ る 。 そ の 理 由 と し
て は ， キ ソ バ ヨ 類 を 用 い る 地 点 で は
ウ キ ス 類 を 併 用 し て 用 い て い た り ，
併 用 し て い な い 場 合 で も ウ キ ス 類 の
分 布 内 に 見 ら れ る こ と ， ま た 分 布 も
ま ば ら で 独 自 の 分 布 域 を 形 成 し て い
な い こ と が あ げ ら れ る 。
次 に ， ア ト バ ヨ に つ い て で あ る
が ， こ れ は 上 の 田 の 水 が 下 の 田 に 流
れ る 暖 か い 水 と 冷 た い 水 と の 合 流 地
点 を 「 あ と 」 と 言 い ， ア ト に メ ダ カ
が 集 ま っ て く る の で ， ア ト に 集 ま る
ノN こ戸しご=（缶 ご1:）
う
力?
ユ。b
こ △のレ名 が ＼あ る ら し
い 。 こ の ア ト バ ヨ に 関 す る 使 用 語 と
し て は ，2999 ・ 3987 の 二 地 点 の み で
あ り ， 理 解 語 に お い て も0971 の 一 地
点 （ 地 図 上 に は 示 し て な い ） し か 見
あ た ら な い こ と ， ま た 使 用 語 と し て
分 布 す る 二 地 点 に お け る 理 解 語 が メ
－88 －
ダカであることから，中馬街道（注2）
沿いにおいては相当古くからジダヵ
が分布していたものと考えられる。
したがって，アトバヨは進出語形と
考えられるが，方言としてのタダヵ
が共通語としてのノダカと重なり定
着すれば，今後の伝播動向の可能性
は薄いと思われる。
次に，七・八十歳台と四・五十歳
台の被調査者のウキスに関する意識
の違いについて考えてみたい。
ます四・五十歳台の被調査者の意
見を要約す ると，「ウキスはメダカ
とは違うもので，水田におり鮒 のよ
うな形をした小さい魚を言い，大き
さはちょうどメダカと同じ位」とか
「ウキスは，はよの子供 を言 い 成
長す ると大 きくな る」と か「老人
は，メダカもウキスも両方ともウキ
スと言らだが，僕たちは区別してい
る」ということになる。次に，七・
八十歳台の被調査者の意見 で あ一る
力斗「ウキスは，浮いているよ うに
見えるからそう呼ぶ」につきる。こ
の両者の意見から考えてみると，七
・八十歳台の被調査者に四・五十歳台
の:被調査者のさすウキスという魚の・
絵を見せて，これもウキスと言うと
(14)
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いった 回答を得たわけではないが，
メダカ位の大きさで水田や川にいる
とした ら，メダカ同様に浮いている
ように 見えても不思議ではない。と
なると，四・五十歳台の被調査者の
話にあ ったように，七・八十歳台の
被調モ証者が水田でも小川でも小さく
て浮い ているように見える魚は区別
なく， 総称してウキスの名を与えて
いたも のと考えられる。しかし，四
・五十 歳台の被調査者が言う「メダ
カとウ キスという魚とが区別できな
くて共に ウキスと呼んだ」のではな
く，メ ダカという新しい語形が入っ
てきて ，「水田にい るのが ウキスで
小川に いる目の大きいのがメダカ」
とか,「成長すると大きくなるはよの
子がウキスで，成長しても大きくな
らない のがメダカ」といったように
r・　9 ■　　　　　■意味分 化が生じたのだろう，古くは
大きな とらえ方でめ名称しか存在し
なか-^ だ ので誰 ないだろうか。　　 ＝
では ，もう少し別の観点からこめ
問題について考充てみよう。
そと でまず，ハヨのついていIる語
形を沿い集めてみる と，ヴ キ ソ バ
ヨ・グ ケスノてヨ・チソチa  バヨ9 チ
ソチ3   ノミエ・ チソチョバ（－）・ ア
－86 －
ト バ ヨ を あげ る こ とが で き る。 ウ キ
ソ バ ヨ ， ウ ケ ス バヨ にう い て は， 浮
い てい る よ うに 見 え る 魚 とい うこ と
か らつ い た 名で あ ろ う。 チy チ ョ パ
ヨ鐙, 小 さい こ とを 「ち んけ （ ち び
すけ の 略 称 か）」とか「ち んち く りん」
と か 「ち ん び くい さ （岩村町史）」 と
い うこ と ば が あ るが ， モ の系 統 の語
懲・あ ろ うか， 小 さ い 魚 を 意 味 す る も
の と 思 わ れ る 。 また ， ハ ヨは 『多 治
見 の こ とば 』（1975 年発行）に よれば ，
ハ エ のこ とを ハ ヨ と言 った と載 っ て
い るこ とか ら ， ハ エ か ら変 化 し た こ
とば と言 え る。 そ こ で， チ ソ チ ョに
つ い てい る 「バ （－ ）」 は ，
や
ノ ペ エ →
バヨ→バ（－）と変化したものと考
えられる6 アトバヨは，あとに集ま
る魚というこら小魚をさすものであ
ろう。　また， ザッコとい ヴ語形 が
4844 にし一地点見られる力W『尾張国
愛知郡誌』(1923年発行）によれば，
小魚が「ざこ」とあることから，小
さい魚をさす語形と考えられる。こ
れらめことからも，古くは水面に浮
いているように見える小さい魚を総
称し 七とらえていたものと思われる
のである。　　　　‥
最後に，「ソ」挿入添加につい て
（16）
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少々ふれておきたい。◇ここでは，ウ
キンス・ウキンコ・ウキンパ・ウキ
ンボ・ウキンバヨ・キンバヨ・コン
バヨ ・ウケンスとその例も多い。日
頃よく使われるものに，アンマリ・
キン ノー・トンガラ シ・ハ ッ ケン
ミ・マンダ・ミンナなどがあるが。
「ン」 が入ることによってリズミカ
ルな響 きと共に郷愁をモモる味わい
を感じ るのである。ここに方言の良
さが謔）るのではないだろうか。
なお ，この項目については『日本
言語丿也図』全六巻の中に含まれてい
ない九 め，比較して考察をすすめる
ことが できな力心 だことを追記して
おく。
―84 －
（ 注１ ） 川魚―  rは よ，かはい お」，魚一
「は よj r 東春 日井郡誌」1923 年東春
臼井郡 役所 編愛知県郷土資料刊行会
発行（1968 年12月20日）
はえｰ 「はよ」『多治見の こ と
ば』多治見ことば編集委員会編多治
見市教育研究所発行（1975 年６月）
（ 注２） 長野県下伊那郡 根羽 村か ら， 恵那
郡瑞波市土岐市を 経て愛知県瀬戸市
に至る 街道。 江戸時代 信州 （長野
県）では， 馬による物資の運送が盛
んであ った。そ の制度を中馬とい っ
た。 街道とし ては裏街道であり， 商
品流通の道 であ っ た。『岐阜県百 科
事典』下，岐 阜県百科事典制作委員
会編岐阜日日新聞社発行1968 年３月
25日）
中馬街道 は里程 ６里30町で上 村よ
り漆原， 静波，明知，陶を経て土 岐
郡に入る路線で あ る。『岩村町史』
岩村町史刊行委員会 編岐阜県岩村町
役場発行（1961 年 ２月 １日）
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